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ど
世
界
1
５
０
カ
国
以
上
か
ら
約
3
万

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
世
界
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ･

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
環
境
性
、
仕

組
み
、
最
新
技
術
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
や
解
説
の
模
型
、

パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
技
術
や
導
入
事

例
の
ほ
か
、
自
国
へ
の
適
応
の
可
能
性
、

実
際
の
機
器
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
、
な
ど
具
体
的
な
質
問
・
要

望
も
多
く
、
日
本
が
最
先
端
を
行
く

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

に
て
開
催
さ
れ
た
、

「W
orld Future Energy 

Sum
m

it 2013

」に
出
展

　

２
０
１
３
年
１
月
15
～
17
日
に
、
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）の
ア
ブ
ダ

ビ
に
お
い
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
な
ど
に
関
わ
る
技
術

の
普
及
を
目
的
と
し
た
「W

orld 
Future Energy Sum

m
it 2013

」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）の
第
3

回
総
会
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

係
の
会
議
も
併
催
さ
れ
て
い
た
た
め
、

各
国
の
首
相
・
大
臣
・
政
府
関
係
者
な

ヒートポンプ・蓄熱システムの
海外普及に向けた活動

地域のデザインに貢献

I
R
E
N
A
お
よ
び

I
E
A
ー
E
T
S
A
P
が

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
関
す
る

書
物
を
発
行

　

２
０
１
１
年
よ
り
、
国
際
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）

お
よ
び
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ

Ａ
）で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

関
連
技
術
に
つ
い
て
分
野
ご
と
に

Technology Brief

を
作
成
し
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
お

よ
び
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｐ(Energy 

Technology System
s A

nalysis 
Project

：
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
シ
ス
テ
ム

分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
関
す
る

Technology B
rief

の
作
成
に
協
力

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

世
界
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ナ
リ
ス

ト
、
技
術
者
、
政
策
担
当
者
、
投
資
家
、

メ
デ
ィ
ア
が
閲
覧
で
き
る
た
め
、今
後
、

国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
関
す
るTechnology

Brief

の
記
載
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
お
よ
び
C
O
²排
出
量
を
抑
制
で
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め

る
こ
と
も
可
能
で
、
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
と

組
み
合
わ
せ
た
場
合
、
大
幅
な
ピ
ー
ク

電
力
の
削
減
も
可
能
な
技
術
で
あ
る
。

■
民
生
・
業
務
分
野
の
冷
暖
房
、給
湯
用

途
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
広
く
採
用
さ
れ

た
場
合
、２
０
５
０
年
に
は
12.
５
億
t
の

C
O
²
排
出
量
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
。

■
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
利
用
す
る
空
気
、

水
、
地
中
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
見
な
さ
れ
る
が
、
世
界
的

に
も
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
大
き
な
普
及

が
期
待
さ
れ
る
。

■
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
普
及
障
壁（
技
術
の

認
知
度
不
足
、
高
い
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
）の
解
決
策
と
し
て
、
効
率
指
標
の
標

準
化
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
、
補
助
金
等

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
が
望
ま
れ
る
。

■
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
既
に
成
熟
し
た
技

術
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
開
発
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
冷
房
効
率
30
～

50
%
お
よ
び
暖
房
効
率
40
～
60
%
の
向

上
、
な
ら
び
に
冷
房
機
器
５
～
20
%
お

よ
び
暖
房
機
器
30
～
40
%
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
見
込
ま
れ
る
。
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